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裏
路地

険
探

■
浜
地
蔵
が
優
し
く
見
守
る
港
町
を
歩
く
／
豊
岡
市
津つ

い

や

ま

居
山

か
つ
て
は「
津
山
関
」
と
呼
ば
れ
た
海
上
交
通
の
要
所

か
わ
い
い
お
地
蔵
さ
ん
と
出
会
え
る
趣
の
あ
る
路
地

潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
港
町
を
の
ん
び
り
歩
こ
う
！

　

城
崎
温
泉
を
過
ぎ
て
北
上
し
、
円
山

川
河
口
に
あ
る
港
橋
を
渡
る
と
、
そ
こ

は
豊
岡
市
津
居
山
。
潮
の
香
り
が
漂
う

港
町
の
風
景
が
広
が
る
。
冬
場
は
松
葉

が
に
の
港
と
し
て
有
名
だ
。
青
い
タ
グ
の

付
い
た
「
津
居
山
か
に
」
は
、
山
陰
有
数

の
ブ
ラ
ン
ド
ガ
ニ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

津
居
山
の
歴
史
は
古
く
、
か
つ
て
は

「
津
山
湊
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
室
町

時
代
に
書
か
れ
た
朝
鮮
の
古
文
書
に

も
、
但
馬
国
津
山
関
が
登
場
す
る
。

　

天
然
の
良
港
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
に

は
海
の
関
所
が
あ
り
、
大
陸
か
ら
の
文

化
も
こ
こ
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

１
５
０
０
年
代
か
ら「
津
居
山
」
と
い

う
表
記
が
見
ら
れ
始
め
、
昭
和
初
期
ま

で「
津
山
」
と
半
々
で
呼
ば
れ
て
い
た
そ

う
だ
。
大
小
２
つ
あ
る
山
が
対
に
な
っ
て

見
え
る
か
ら
、「
つ
い
の
山
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

　
「
こ
こ
は
島
な
ん
で
す
よ
」
と
は
、
案

内
役
を
お
願
い
し
た
川
﨑
明
夫
さ
ん
。

津
居
山
に
架
か
る
橋
は
全
部
で
３
本
。

北
か
ら
港
小
橋
、
初
代
の
港
橋
の
横
に

２
代
目
が
架
け
ら
れ
、
こ
こ
が
「
島
」
だ

と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　

津
居
山
が
島
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、

ア
メ
ノ
ヒ
ボ
コ
の
但
馬
開
拓
で
知
ら
れ
る

「
瀬
戸
の
切
戸
」
伝
説
で
も
教
え
て
く

れ
る
。
伝
説
で
は
ア
メ
ノ
ヒ
ボ
コ
が
津
居

山
と
瀬
戸
地
区
と
の
間
の
大
岩
を
切
り

開
い
て
、
但
馬
の
地
を
沼
地
か
ら
田
畑

に
変
え
た
と
い
う
。
現
在
の
瀬
戸
運
河

は
小
型
の
漁
船
が
停
泊
し
、
風
情
の
あ

る
佇
ま
い
が
今
も
息
づ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
江
戸
期
に
は
「
津
居
山
港
船

改
所
」
が
置
か
れ
、
米
の
集
積
地
と
し

て
、
北
前
船
の
風
待
ち
港
と
し
て
、
諸

国
の
廻
船
が
行
き
交
っ
た
。
こ
の
辺
り
に

は
船
宿
も
多
く
あ
っ
た
他
、
物
資
を
保

管
し
た
浜
蔵
が
９
つ
も
置
か
れ
て
い
た
。

　

北
前
船
の
面
影
は
、
円
山
川
河
口
付

浄土真宗本願寺派の一乗山照満寺。西本願寺が火災の
際に、一番乗りに駆けつけたことから、一乗山の山号が
名付けられたと伝わる。大正12年の建立で、北但大震
災の被災もまぬがれた立派な建物である。

海に向かって鎮座する浜地蔵。花崗岩で造られ、丹
後の舞鶴から運ばれてきたものと伝わる。大きな火
災の際には、何度も食い止めたといわれ、そのため
か、顔は溶けている。海の安全を願う守護仏として、
今でも住民に愛される。但馬六十六地蔵の第57番。

八の文字が「鳩」に
なっている扁額。

津居山の氏神で、祭神は応神天皇を祀る。古くとも500年前に建
立されたものと伝えられ、地元では「八幡さん」と呼ばれている。八
の字が鳩が向かい合う姿になっていることから、神奈川県の鶴岡
八幡宮から遷宮されたと考えられている。中世は砦跡とされる。

本堂は文化的価値が高く、意
匠を凝らした建具や彫刻が
随所に見られる。

一つ団子

八幡神社境内にある石造九重
の塔。鎌倉中期のものとされ、
出雲に運ばれる途中だったが、
何度もシケで戻ってきたため、
津居山に据えられたといわれ
る。兵庫県指定重要文化財。
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URAROJI TANKEN

●裏路地探険に参加してみませんか！
平成23年7月9日（土） 10:00 〜 12:00

「橋りょうの町・余部を歩く」 香美町香住区余部
＊実施日の10日前までに、18ページ掲載のＴ2編集
部へ、住所・氏名・年齢・電話番号・「裏路地参加
希望」とお書きの上、ハガキで申し込みください。開
催は午前中、現地集合・現地解散となります。申込
締切日後、案内を参加ご希望の方へ送付致します。

近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
岩
場
に
は
人

工
で
造
ら
れ
た
係
留
跡
が
点
在
。
こ
れ
は

和
船
が
向
か
い
風
の
時
、
湾
奥
に
入
る
た

め
に
次
々
と
綱
を
た
ぐ
り
寄
せ
て
入
港

す
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

集
落
内
は
間
口
が
狭
く
、
奥
行
き
の

あ
る
「
う
な
ぎ
の
寝
床
」
と
い
わ
れ
る

家
々
が
軒
を
並
べ
る
。
細
い
路
地
が

所
々
に
延
び
る
が
、
他
の
港
町
の
よ
う

に
入
り
組
ん
で
は
い
な
い
。
碁
盤
の
目

上
に
区
画
が
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

津
居
山
の
町
並
み
の
特
徴
だ
。

　

こ
れ
は
大
正
14
年
５
月
の
北
但
大

震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
際
、

今
の
区
割
り
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

路
地
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
は
、か
わ
い

ら
し
い
お
地
蔵
さ
ん
が
迎
え
て
く
れ
る
。

地
区
内
は
８
町
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地

蔵
を
祀
っ
て
い
る
の
だ
と
か
。

　

中
心
部
の
海
を
見
渡
す
場
所
に
鎮

座
す
る「
浜
地
蔵
」は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
。

但
馬
六
十
六
地
蔵
の
ひ
と
つ
で
も
あ

り
、
海
の
守
護
仏
と
し
て
信
仰
を
集
め

て
き
た
。
舞
鶴
か
ら
船
で
運
ば
れ
て
き

た
と
さ
れ
、
地
蔵
を
浜
に
揚
げ
る
と
海

が
凪
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
に
安

置
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。

　

至
る
所
で
海
に
ま
つ
わ
る
遺
構
や
伝

承
に
出
会
う
こ
と
で
き
る
津
居
山
港

町
。
穏
や
か
な
夏
の
潮
風
に
吹
か
れ
な

が
ら
、
ま
た
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
た
い
。

すすき地蔵

湾の入り口にある「和船係留跡（右）」。手前
にある階段状の「段々岩」は、見張り岩とも
いわれ、監視場所だったとされる。

照満寺

八幡神社

亀塚

石造九重の塔
社道遊園記念碑

昭和38年の瀬戸運河
浚渫の時に発掘された
千石船用材

浜地蔵

津居山港セリ場

但馬漁業協同組合
津居山支所

港橋

港小橋

至但馬海岸道路・竹野

至
城
崎
温
泉
・

豊
岡
市
街

至瀬戸の切戸

津居山公民館

北但大震災記念碑
勇城の顕彰碑

段々岩
（見張り岩）

一つ団子

案内役の
川﨑明夫さん

遥か昔、ここで「す
すき（魚のスズキ）」
が釣れたことから、
その名が付いた。

『勇城の』を親方とする
相撲部屋（港組）があり、
師匠を讃える顕彰碑を
弟子が建立した。

北但大震災の際に倒壊
した八幡神社の鳥居を、
記念碑として建立。「献」
の文字がその名残り。

八幡神社本殿の脇に建
つ亀塚。亀は縁起物と
され、江戸後期、久美
浜代官所に献上され
た。その後、亀の供養
と大漁を願い、塚が建
立された。代官による
津居山をもじった和歌
が刻まれている。

瀬戸運河を北に望む

瀬戸運河

初代港橋

この先の津居山港の入り
口には、「猿ヶ城」と呼ば
れる海上監視の砦跡が
残っている。

この辺りに「津居山港船改所」があった
と推測される。かつてはここまでが渚で
あり、入り江になっていた。現在の海岸
付近は埋め立てられたもの。

●

冬場は松葉がにのセ
リで、紅色に染まる。

路地のあちこちで見ら
れるお地蔵さん。地蔵
盆には、さらに鮮やか
に飾られるそう。


